
JP 2009-108263 A 2009.5.21

10

(57)【要約】
【課題】これまでよりも優れた耐焼付き性、耐焼付き性
能及び耐白色剥離性能を付与できるグリース組成物、並
びにこれらの性能に優れ、特に自動車の電装部品やエン
ジン補機等に好適な転がり軸受を提供する。
【解決手段】ポリオキシエチレンアルキルエーテルホス
フェート及びポリオキシエチレンフェニルエーテルホス
フェートの少なくとも１種、または脂肪酸アミン塩をグ
リース全量に対し０．１～１０質量％含有するグリース
組成物、並びに内輪と外輪との間に保持器により複数の
転動体を転動自在に保持するとともに、前記グリース組
成物を封入した転がり軸受。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェート及びポリオキシエチレンフェニルエ
ーテルホスフェートの少なくとも１種をグリース全量に対し０．１～１０質量％含有する
ことを特徴とするグリース組成物。
【請求項２】
　脂肪酸アミン塩をグリース全量の０．１～１０質量％含有することを特徴とする請求項
１記載のグリース組成物、
【請求項３】
　脂肪酸アミン塩をグリース全量の０．１～１０質量％含有することを特徴とするグリー
ス組成物。
【請求項４】
　増ちょう剤として、一般式（１）～（３）で表されるジウレア化合物を［Ｒ１のモル数
／（Ｒ１のモル数＋Ｒ３のモル数）］値が０．５～１．０となるように混合してなる混合
物をグリース全量に対し１０～３０質量％含有することを特徴とする請求項１～３の何れ
か１項に記載のグリース組成物。
【化１】

（式中、Ｒ１はシクロヘキシル基または炭素数７～１２のアルキルシクロヘキシル基、Ｒ

２は炭素数６～１５の２価の芳香族環含有炭化水素基、Ｒ３は炭素数８～２０のアルキル
基または炭素数７～２０の芳香族炭化水素基を示す）
【請求項５】
　内輪と外輪との間に保持器により複数の転動体を転動自在に保持するとともに、請求項
１～４の何れか１項に記載のグリース組成物を封入したことを特徴とする転がり軸受。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はグリースを封入した転がり軸受に関し、特に自動車の電装部品 、エンジン補
機であるオルタネータや中間プーリ、コンプレッサ用プーリ、カーエアコン用電磁クラッ
チ等のような高温高速高荷重条件下で使用される部品に使用され、優れた高温焼付き寿命
、良好な錆止め性能及び優れた剥離寿命を有する転がり軸受に関する。また、本発明は、
前記転がり軸受に好適なグリース組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　自動車は小型軽量化を目的としたＦＦ車の普及により、さらには居住空間拡大の要望に
より、エンジンルーム空間の減少を余儀なくされ、上記に挙げたような電装部品やエンジ
ン補機の小型軽量化がより一層進められており、それに組み込まれる各部品も高性能高出
力化がますます求められている。しかし、小型化により出力の低下は避けられず、例えば
カーエアコン用電磁クラッチでは高速化することにより出力の低下分を補っており、それ
に伴って中間プーリも高速化することになる。更に、静粛性向上の要望によりエンジンル
ームの密閉化が進み、エンジンルーム内の高温化が促進されるため、これらの部品は高温
に耐えることも必要となっている。
【０００３】
　また、コンプレッサ用プーリやカーエアコン用電磁クラッチ用軸受では、主に複列アン
ギュラ玉軸受が使用されていたが、最近ではプーリや電磁クラッチの軽量化や低コスト化
のために単列軸受を使用する傾向にあるが、複列アンギュラ玉軸受と同条件で使用すると
、ＰＶ値が大きいことや、軸受空間容積が少ないことによるグリース量が少ないこと等か
ら、発熱が大きく、グリース劣化を進行させやすいため、早期に焼付きを生じる。また、
水素脆性による白色組織変化を伴った白色剥離も生じる。更に、プーリの軽量化のために
樹脂製プーリを採用する傾向にあるが、樹脂製プーリは従来の鉄製プーリに比べて放熱性
が低いため、軸受がより高温になり、グリース劣化が促進されて焼付きがより早期に起こ
る。
【０００４】
　一方、オルタネータにおいても、ラジエータの冷却水によりオルタネータ内部の発熱を
冷却する構成のものは、軸受温度が１６０～２００℃になることがある。
【０００５】
　また、エンジンルームの下部に取り付けられる部品においては、走行中、雨水等がかか
りやすいため錆易い。
【０００６】
　そのため、焼付寿命を延長させるためにグリース組成を調整することも数多く試みられ
ており、ウレア化合物を増ちょう剤に用いることが一般的である（例えば、特許文献１～
４参照）。また、本出願人は、更なる耐熱性向上を目的としてリン酸エステルを添加した
グリース組成物を提案している（特許文献５参照）。更に、耐錆性能や耐白色剥離性能を
向上させるために、カルボン酸系防錆剤、カルボン酸塩系防錆剤またはエステル系防錆剤
を添加したグリース組成物を提案している（例えば、特許文献６参照）。
【０００７】
【特許文献１】特開平９－３４６６号公報
【特許文献２】特公平５－２４９５８０号公報
【特許文献３】特開平３－２００８９８号公報
【特許文献４】特開平３－２１０３９４号公報
【特許文献５】特開平１１－２２８９８５号公報
【特許文献６】特開２００６－１６４４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、ウレア系グリースは高温に晒された後に温度が下がると硬化する性質（
熱硬化性）がある。また、ウレア化合物は長期間高温に晒されると分解するため、グリー
スの軟化が起こることも懸念される。実際の自動車では、稼動時に軸受が高温となり、停
止時には常温になるため、再駆動時にグリース硬化による流動性不足を生じて焼付きに至
るおそれがある。また、グリース軟化によりグリース漏れが起こり易くなるため、軸受内
のグリースが不足して焼付きに至る。このように、ウレア系グリースでは温度変化による
ちょう度変化や経時的なちょう度変化が起こり易く、これらが焼付き寿命に重大な影響を
与えている。
【０００９】
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　上記に挙げた自動車の電装部品やエンジン補機等の高性能化に伴い、軸受の耐焼付き性
の要求は今後とも益々高まることは必至であり、従来のウレア系グリースでは対応しきれ
ないことが予想される。そこで本発明は、これまでよりも優れた耐焼付き性、具体的には
２００℃近い高温でも十分な耐焼付き性を付与でき、更には優れた耐焼付き性能及び耐白
色剥離性能を兼備するグリース組成物、並びにこれらの性能に優れ、特に上記に挙げた自
動車の電装部品やエンジン補機等に好適な転がり軸受を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記の課題を解決すべく鋭意検討した結果、特定のリン酸エステルを添
加したグリース組成物を封入することにより軸受の焼付き性能を大幅に改善でき、脂肪酸
アミン塩を併用することにより焼付き性能、耐錆性能及び耐白色剥離性能をバランスよく
改善でき、更には特定のジウレア化合物と組み合わせることが効果的であることを見出し
、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　即ち、本発明は下記のグリース組成物及び転がり軸受を提供する。
（１）ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェート及びポリオキシエチレンフェニ
ルエーテルホスフェートの少なくとも１種をグリース全量に対し０．１～１０質量％含有
することを特徴とするグリース組成物。
（２）脂肪酸アミン塩をグリース全量の０．１～１０質量％含有することを特徴とする請
求項１記載のグリース組成物、
（３）脂肪酸アミン塩をグリース全量の０．１～１０質量％含有することを特徴とするグ
リース組成物。
（４）増ちょう剤として、一般式（１）～（３）で表されるジウレア化合物を［Ｒ１のモ
ル数／（Ｒ１のモル数＋Ｒ３のモル数）］値が０．５～１．０となるように混合してなる
混合物をグリース全量に対し１０～３０質量％含有することを特徴とする上記（１）～（
３）の何れか１項に記載のグリース組成物。
【００１２】
【化２】

【００１３】
（式中、Ｒ１はシクロヘキシル基または炭素数７～１２のアルキルシクロヘキシル基、Ｒ

２は炭素数６～１５の２価の芳香族環含有炭化水素基、Ｒ３は炭素数８～２０のアルキル
基または炭素数７～２０の芳香族炭化水素基を示す）
（５）内輪と外輪との間に保持器により複数の転動体を転動自在に保持するとともに、上
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記（１）～（４）の何れか１項に記載のグリース組成物を封入したことを特徴とする転が
り軸受。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、２００℃付近の高温でも優れた耐焼付き性能を付与でき、耐錆性能や
耐白色剥離性能を兼備するグリース組成物、並びにこれまでよりも耐焼付き性能に優れ、
耐錆性能や耐白色剥離性能を兼備し、特に自動車の電装部品やエンジン補機等に好適な転
がり軸受を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明に関して詳細に説明する。
【００１６】
（グリース組成物）
　基油には制限がなく、通常潤滑油の基油に使用される油は全て使用可能である。但し、
低温での流動性不足による低温起動時の異音発生や、高温で油膜が形成され難いことによ
る焼付きを避けるために、４０℃における動粘度が１０～４００ｍｍ２／ｓであることが
好ましく、２０～２５０ｍｍ２／ｓであることがより好ましく、４０～１５０ｍｍ２／ｓ
であることが特に好ましい。
【００１７】
　基油の種類について具体的に説明すると、鉱油系、合成油系または天然油系の潤滑油が
挙げられる。鉱油系潤滑油としては、鉱油を減圧蒸留、溶剤脱れき、溶剤抽出、水素化分
解、溶剤脱ろう、硫酸洗浄、白土精製、水素化精製等を適宜組み合わせて精製したものが
好ましい。合成油系潤滑油としては、炭化水素系油、芳香族系油、エステル系油、エーテ
ル系油等が挙げられる。炭化水素系油としては、ノルマルパラフィン、イソパラフィン、
ポリブテン、ポリイソブチレン、１－デセンオリゴマー、１－デセンとエチレンコオリゴ
マー等のポリ－α－オレフィンまたはこれらの水素化物等が挙げられる。芳香族系油とし
ては、モノアルキルベンゼン、ジアルキルベンゼン等のアルキルベンゼン、あるいはモノ
アルキルナフタレン、ジアルキルナフタレン、ポリアルキルナフタレン等のアルキルナフ
タレン等が挙げられる。エステル系油としては、ジブチルセバケート、ジ－２－エチルヘ
キシルセバケート、ジオクチルアジペート、ジイソデシルアジペート、ジトリデシルアジ
ペート、ジトリデシルグルタレート、メチル・アセチルシノレート等のジエステル油、あ
るいはトリオクチルトリメリテート、トリデシルトリメリテート、テトラオクチルピロメ
リテート等の芳香族エステル油、更にはトリメチロールプロパンカプリレート、トリメチ
ロールプロパンペラルゴネート、ペンタエリスリトール－２－エチルヘキサノエート、ペ
ンタエリスリトールベラルゴネート等のポリオールエステル油、更にはまた、多価アルコ
ールと二塩基酸・一塩基酸の混合脂肪酸とのオリゴエステルであるコンプレックスエステ
ル油等が挙げられる。エーテル系油としては、ポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコール、ポリエチレングリコールモノエーテル、ポリプロピレングリコールモノエー
テル等のポリグリコール、あるいはモノアルキルトリフェニルエーテル、アルキルジフェ
ニルエーテル、ジアルキルジフェニルエーテル、ペンタフェニルエーテル、テトラフェニ
ルエーテル、モノアルキルテトラフェニルエーテル、ジアルキルテトラフェニルエーテル
等のフェニルエーテル油等が挙げられる。その他の合成潤滑油としては、トリクレジルフ
ォスフェート、シリコーン油、パーフルオロアルキルエーテル等が挙げられる。天然油系
潤滑油としては、牛脂、豚脂、大豆油、菜種油、米ぬか油、ヤシ油、パーム油、パーム核
油等の油脂系油またはその水素化物が挙げられる。これらの潤滑油は、単独または混合物
として用いることができ、上述した好ましい動粘度に調整される。
【００１８】
　上記基油には、増ちょう剤として、好ましくは下記一般式（１）～（３）で表されるジ
ウレア化合物の混合物が配合される。
【００１９】
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【化３】

【００２０】
　式中、Ｒ１はシクロヘキシル基または炭素数７～１２のアルキルシクロヘキシル基、Ｒ

２は炭素数６～１５の２価の芳香族環含有炭化水素基、Ｒ３は炭素数８～２０のアルキル
基または炭素数７～２０の芳香族炭化水素基を示す。また、混合比は、［Ｒ１のモル数／
（Ｒ１のモル数＋Ｒ３のモル数）］値が０．５～１．０となるように、より好ましくは０
，６～１．０となるように混合する。
【００２１】
　また、上記ジウレア化合物の配合量は、グリース組成物の初期混和ちょう度をＮＬＧＩ
　Ｎｏ．１～３にするため、グリース全量の１０～３０質量％とすることが好ましい。配
合量が１０質量％未満ではグリースが軟らかくなりすぎて高温でのグリース漏れ等が懸念
され、３０質量％を超えるとグリースが硬くなりすぎてトルクむらや低温時の異音発生の
原因となる。
【００２２】
　グリース組成物には、ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェート及びポリオキ
シエチレンフェニルエーテルホスフェートの少なくとも１種が添加される。ポリオキシエ
チレンアルキルエーテルホスフェート及びポリオキシエチレンフェニルエーテルホスフェ
ートは下記一般式（４）で表わされ、式中のＥＯはエポキシ基であり、Ｒは炭素数８～３
０のアルキル基またはフェニル基であり、Ａは水素原子または水酸基である。また、ｍは
１～２０、ｘは１～２である。
【００２３】

【化４】

【００２４】
　これら特定のリン酸エステルの添加量は、グリース全量の０．１～１０質量％であり、
０．５～５質量％がより好ましい。添加量が０．１質量％未満では耐焼付き性能を向上さ
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せる効果が十分に得られず、１０質量％を超えて添加しても効果が飽和するばかりでなく
、相対的に基油量が減少して潤滑性や耐焼付き性能に劣るようになる。
【００２５】
　また、グリース組成物には、上記の特定のリン酸エステルに代えて脂肪酸アミン塩を添
加してもよい。これにより、耐錆性能及び耐白色剥離性能を付与することができる。脂肪
酸アミン塩は、炭素数が４～３０の飽和脂肪酸または不飽和脂肪酸と、モノアミン、ポリ
アミンまたはアルカノールアミンとの塩である。脂肪酸アミンの添加量は、グリース全量
の０．１～１０質量％であり、０．２５～５質量％がより好ましい。添加量が０．１質量
％未満では耐錆性能及び耐白色剥離性能を向上させる効果が十分に得られず、１０質量％
を超えて添加するとグリースが軟化してグリース漏れを起こすおそれがあり、更には相対
的に基油量が減少して潤滑性や耐焼付き性能に劣るようになる。脂肪酸アミン塩は複数周
種を組み合わせてもよく、その場合は合計で前記の添加量とする。
【００２６】
　更に、上記の特定のリン酸エステルと脂肪酸アミン塩とを併用してもよい。それぞれの
添加量は単独使用の場合と同じである。
【００２７】
　グリース組成物には、その性能を一層高めるため、必要に応じて、従来からグリースに
用いられている公知の一般的な添加剤を含有させることができる。例えば、金属石けん、
ベントン、シリカゲル等のゲル化剤；アミン系、フェノール系、ジチオリン酸亜鉛等の酸
化防止剤；塩素系、イオウ系、リン系、ジチオリン酸亜鉛、有機モリブテン等の極圧剤；
脂肪酸、動植物油等の油性剤；ポリメタクリレート、ポリイソブチレン、ポリスチレン等
の粘度指数向上剤等が挙げられ、これらを単独または２種以上組み合わせて添加すること
ができる。これら添加剤の添加量は、本発明の所期の目的を達成できれば特に限定される
ものではないが、混合グリース全量の２０質量％以下とすることが好ましい。
【００２８】
　グリース組成物の製造方法には制限がなく、従来のウレア系グリースと同様にして調製
することができるが、一般的には基油中で上記のジウレア化合物の原料（アミン類とジイ
ソシアネート）を反応させて得られる。尚、そのときの加熱温度や攪拌・混合時間等の製
造条件は使用する基油やジウレア化合物の原料、特定のリン酸エスエルまたは脂肪酸アミ
ン塩、更には他の添加剤により適宜設定される。また、リン酸エステルまたは脂肪族アミ
ン塩、更には他の添加剤剤を添加後、十分に攪拌して均一に分散させる必要があるが、そ
の際加熱することも有効である。
【００２９】
（転がり軸受）
　本発明はまた、上記のグリース組成物を封入してなる転がり軸受に関する。図１は、そ
の一実施形態である玉軸受の構造を示す縦断図面である。この玉軸受１は、内輪１０と、
外輪１１と、内輪１０と外輪１１との間に転動自在に配設された複数の玉１３と、複数の
玉１３を保持する保持器１２と、外輪１１に取り付けられた接触形のシール１４、１４と
、で構成されている。また、内輪１０と外輪１１とシール１４、１４とで囲まれた軸受空
間には、上記のグリース組成物Ｇが充填され、シール１４により玉軸受１内に密封されて
いる。そして、グリース組成物Ｇにより、前記両輪１０、１１の軌道面と玉１３との接触
面が潤滑される。
【００３０】
　尚、転がり軸受としては、玉軸受の他にも、例えば、アンギュラ玉軸受、自動調心玉軸
受、円筒ころ軸受、円すいころ軸受、針状ころ軸受、自動調心ころ軸受等のラジアル形の
転がり軸受や、スラスト玉軸受、スラストころ軸受等のスラスト形の転がり軸受が挙げら
れ、同様に上記のグリース組成物が封入される。
【実施例】
【００３１】
　以下に実施例及び比較例を挙げて本発明を更に説明するが、本発明はこれにより何ら制
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【００３２】
（実施例１）
　第１の反応容器にジアルキルジフェニルエーテル油（動粘度：１００ｍｍ２／ｓ＠４０
℃）の半量を入れ、そこへシクロヘキシルアミンとステアリルとをシクロヘキシルアミン
が１．６モル、ステアリルアミンが０．４モルとなる比率で投入し、７０～８０℃に加熱
した。次いで、第２の反応容器に前記ジアルキルジフェニルエーテル油の半量を入れ、そ
こへジフェニルメタンジイソシアネートを上記のアミン量に対し１モルとなる量投入して
７０～８０℃に加熱し、内容物を第１の反応容器に加え、加熱した。反応熱のため反応物
の温度は上昇するが、約３０分間この状態で攪拌を続け、反応を十分に行った後、昇温し
て１７０～１８０℃で３０分間保持し、冷却した。その後、ポリオキシエチレンアルキル
エーテルホスフェートをグリース全量に対し０．１～１０質量％となるように添加量を変
えて添加し、十分攪拌した後、ロールミルを通すことでグリースを得た。尚、何れのグリ
ースにも、ジアルキルジフェニルアミン（酸化防止剤）を３．０質量％、ナフテン酸亜鉛
（防錆剤）を１．０質量％添加してある。また、何れのグリースも混和ちょう度がＮＬＧ
Ｉ　Ｎｏ．２となるように調整した。
【００３３】
（比較例１）
　ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェートを添加しないこと以外は実施例１と
同様にしてグリースを調整した。
【００３４】
（比較例２）
　ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェートの添加量を１２質量％としたこと以
外は実施例１と同様にしてグリースを調整した。
【００３５】
（実施例２）
　第１の反応容器にポリα－オレフィン油（動粘度：５０ｍｍ２／ｓ＠４０℃）の半量を
入れ、そこへシクロヘキシルアミンとｐ－トルイジンとを投入し、７０～８０℃に加熱し
た。次いで、第２の反応容器に前記ポリα－オレフィン油の半量を入れ、そこへジフェニ
ルメタンジイソシアネートを上記のアミン量に対し１モルとなる量投入して７０～８０℃
に加熱し、内容物を第１の反応容器に加え、加熱した。反応熱のため反応物の温度は上昇
するが、約３０分間この状態で攪拌を続け、反応を十分に行った後、昇温して１７０～１
８０℃で３０分間保持し、冷却した。その後、ポリオキシエチレンフェニルエーテルをグ
リース全量の２質量％となるように添加し、十分攪拌した後、ロールミルを通した。
【００３６】
　上記一連の操作を、アミン比を変えて行い、ジウレア化合物の混合物における［シクロ
ヘキシル基（Ｒ１）のモル数／（シクロヘキシル基（Ｒ１）のモル数＋ｐ－トルイル基（
Ｒ３）のモル数）］値が０．４～１．０の範囲で異なるグリースを得た。尚、何れのグリ
ースにも、ジアルキルジフェニルアミン（酸化防止剤）を３．０質量％、ナフテン酸亜鉛
（防錆剤）を１．０質量％添加してある。また、何れのグリースも混和ちょう度がＮＬＧ
Ｉ　Ｎｏ．２となるように調整した。
【００３７】
　実施例１～２、比較例１～２のグリース組成を表１に示す。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
（焼付き寿命試験）
　上記で調製した各グリースについて、焼付き寿命試験を行った。即ち、内径φ１７ｍｍ
、外径φ４０ｍｍ、幅１２ｍｍの接触ゴムシール付き単列深溝玉軸受（図１参照）にグリ
ースを１．０ｇ封入し、外輪回転速度１２０００ｍｉｎ－１、軸受温度１８０℃、ラジア
ル荷重２０００Ｎの条件で連続回転させ、焼付きが生じて軸受外輪温度が１９０℃以上に
上昇したとき、試験を終了した。
【００４０】
　実施例１、比較例１及び比較例２のグリースについての結果を図２に、実施例２のグリ
ースについての結果を図３に示す。何れも、比較例１のグリースの焼付き寿命に対する相
対値で示してある。
【００４１】
　図２から、ポリオキシエチレンアルキルエーテルを０．１～１０質量％添加することで
、焼付き寿命を大幅に改善できることがわかる。また、図３から、ポリオキシエチレンフ
ェニルエーテルを添加し、更に増ちょう剤として、一般式（１）～（３）で表され、［Ｒ

１のモル数／（Ｒ１のモル数＋Ｒ３のモル数）］値が０．５～１．０の混合物を用いるこ
とにより、焼付き寿命を更に改善できることがわかる。
【００４２】
（実施例３）
　第１の反応容器にジアルキルジフェニルエーテル油（動粘度：１００ｍｍ２／ｓ＠４０
℃）の半量を入れ、そこへシクロヘキシルアミンとｐ－トルイジンとをシクロヘキシルア
ミンが１．６モル、ｐ－トルイジンが０．４モルとなる比率で投入し、７０～８０℃に加
熱した。次いで、第２の反応容器に前記ジアルキルジフェニルエーテル油の半量を入れ、
そこへジフェニルメタンジイソシアネートを上記のアミン量に対し１モルとなる量投入し
て７０～８０℃に加熱し、内容物を第１の反応容器に加え、加熱した。反応熱のため反応
物の温度は上昇するが、約３０分間この状態で攪拌を続け、反応を十分に行った後、昇温
して１７０～１８０℃で３０分間保持し、冷却した。その後、脂肪酸アミンをグリース全
量に対して０．１～１０質量％となるように添加量を変えて添加し、十分攪拌した後、ロ
ールミルを通すことでグリースを得た。尚、何れのグリースも混和ちょう度がＮＬＧＩ　
Ｎｏ．２となるように調整した。
【００４３】
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　脂肪酸アミンの添加量を０．０５質量％としたこと以外は実施例３と同様にしてグリー
スを調製した。
【００４４】
（比較例５）
　脂肪酸アミンの添加量を１２質量％としたこと以外は実施例３と同様にしてグリースを
調製した。
【００４５】
　実施例３、比較例４及び比較例５のグリースについて、上記の焼付き寿命試験、下記に
示す急加減速試験及び防錆試験を行った。
【００４６】
（急加減速試験）
　内径１２ｍｍ、外径３７ｍｍ、幅１２ｍｍの単列深溝玉軸受にグリースを１．０ｇ封入
し、外輪回転速度１０００～６０００ｍｉｎ－１、室温雰囲気下、ラジアル荷重１２２０
Ｎの条件で連続回転させた。そして、回転中に振動が生じた場合、軸受外輪転送面に剥離
が生じたとみなし、回転開始から５００時間以内に振動が生じた数（剥離発生数）から下
記式により剥離発生確率を算出した。５００時間経過しても振動が無いものについては、
その時点で回転を停止した。
　　　剥離発生確率（％）＝（剥離発生数／試験数）×１００
【００４７】
（防錆試験）
　内径１７ｍｍ、外径４７ｍｍ、幅１４ｍｍの接触ゴムシール付き単列深溝玉軸受（図１
参照）に、グリースを２．３ｇ封入し、回転速度１８００ｍｉｎ－１で１分間回転させた
後、軸受内に０．１質量％塩水を０．５ｍｌ注入し、更に回転数１８００ｍｉｎ－１で１
分間回転させ、５０℃、１００％ＲＨの条件下に１２０時間放置した。放置後に軸受を分
解し、内外輪軌道面の錆発生状況を観察した。そして、下記の基準を基に、防錆性能を評
価した。評価点２以下が合格である。
【００４８】

【表２】

【００４９】
　実施例３、比較例４及び比較例５のグリース組成及び剥離発生確率を表３に示す。また
、図４に、脂肪族アミン塩の添加量と、相対焼付き寿命時間または錆発生状態との関係を
示す。
【００５０】
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【表３】

【００５１】
　表３及び図４から、脂肪酸アミン塩を併用することにより、耐錆性能及び耐白色剥離性
能を付与することができることがかわる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の転がり軸受の一実施形態である玉軸受を示す断面図である。
【図２】実施例で得られた、ポリオキシエチレンアルキルエーテルホスフェート添加量と
焼付き寿命との関係を示すグラフである。
【図３】実施例で得られた、ジウレア化合物におけるＲ１／（Ｒ１＋Ｒ３）比と焼付き寿
命との関係を示すグラフである。
【図４】実施例で得られた、脂肪族アミン塩の添加量と、相対焼付き寿命時間または錆発
生状態との関係を示すグラフである。
【符号の説明】
【００５３】
１　　玉軸受
１０　内輪
１１　外輪
１３　玉
Ｇ　　グリース組成物
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